
平成21年12月橋本市議会定例会会議録（第５号）その５ 

平成21年12月10日（木） 

                                           

     

 日程第26 議案第１号 平成21年度橋本市

一般会計補正予算（第７号）に

ついて 

○11番（岩田弘彦君）13ページの19のところ、

企業誘致に要する経費296万円なんですが、詳

しい説明をいただいていますので、企業立地

促進助成に対する、企業に対する雇用助成金

を交付するということで、これはこれで理解

するんですが、どのような雇用状況になって

いるのか。市内の方は何人ぐらいおってとか、

何か基準があったと思うんですが、その辺を

ちょっと詳細にご説明いただけたら。 

○議長（中西峰雄君）日程第26 議案第１号 

平成21年度橋本市一般会計補正予算（第７号）

について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 便宜、補正予算説明書により歳出から款別

に行います。 

 補正予算説明書の平成21年度一般会計補正

予算（第７号）の12ページをお開きください。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）今回の雇用に対す

る助成でございまして、２社でございます。

１社はアトラックでございまして、市内の雇

用が10人発生してございます。その10人に対

しての助成でございます。それと、あと１社

は原田織物さんでございまして、これは市内

の雇用が11人ということの助成をしてござい

ます。 

 まずは、２款、総務費、12ページから15ペ

ージまで、質疑ありませんか。 

 ６番 清水君。 

○６番（清水信弘君）13ページの13番委託料、

岸上区集会所設計監理委託料について、これ

が今までなぜ行われなかったのか。実行され

なかったのか。なぜ今なのかを質問いたしま

す。  以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 ○議長（中西峰雄君）11番 岩田君。 

○総務部長（中山哲次君）前に全員協議会で

もご説明させていただいた経過の中で、地元

協議との調整で難行いたしまして、時間を費

やしたということで、今回に至っておるとい

うことでございます。 

○11番（岩田弘彦君）条例のほうの詳しいと

ころまでちょっと今覚えていないので、この

アトラックさんの10人と原田織物さんの11人

については、正社員とか、その辺のことがあ

ったと思いますので。今全体が何人ぐらいの

社員採用をして、どのような社員としてアト

ラックさんは10人、原田織物さんは全体どの

ぐらいの人数の中でどのような職員として市

内の人を11人雇っていただけたのか、その辺

までよろしくお願いします。 

○議長（中西峰雄君）６番 清水君。 

○６番（清水信弘君）実行予算についてはい

くらぐらいをお考えですか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）今のところ、地元

と話をしている中では約5,000万円というこ

とで考えております。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）この２社につきま

しては、平成18年３月につくった条例に基づ

いての雇用要件になってございます。新条例

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 11番 岩田君。 
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の附則に書いてございますように、従前の旧

法に基づいてするということになってござい

ます。 

 ということで、アトラックさんの10名につ

きましては、正職員が６名、臨時が４名、そ

れから、原田織物さんにつきましては正職員

が６名、臨時５名ということで聞いておりま

す。 

 それと、将来の雇用ですけれども、アトラ

ックさんにつきましては10人でそのままいく

と。原田織物さんにつきましては、将来は、

計画では20名まで雇用していくという考えで

ございます。 

 以上でございます。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西峰雄君）11番、答弁もれ指摘し

てください。 

○11番（岩田弘彦君）10人、11人はわかった

んだけど、全体が何人の雇用をした中で、市

内何％かということを聞きたいわけやけどね。

全体の中におる人の何％が地元の人なのかと

いうところを聞きたいんだけどね。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）その詳細まで把握

してございませんけれども、全部か、その大

部分が市内ということで聞いております。そ

この詳しい数字については後でよろしくお願

いしたいと思います。 

○11番（岩田弘彦君）後でよろしくお願いし

ます。 

○議長（中西峰雄君）10番 平林君。 

○10番（平林崇行君）今の同じところなんで

すけれども、正社員で６名ずつ雇用があると

いうことで、正社員の対象、要は、若い人な

のか年配の方なのか、どういう方を形態にし

た正社員の雇用ということで採用しているの

かなということなんですけれども。聞いてく

れていますか。答弁していただけますか。お

願いします。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）アトラックさんの

正社員６名、それから原田織物さんの正社員

６名につきましては、若い、30歳までという

ことで聞いております。それと、臨時につき

ましては40歳、50歳という年配の人もいられ

るということでございます。 

 それと、先ほどの質問ですけれども、アト

ラックさんの10人につきましては、全員市内

でございます。それから、原田織物さんの11

人につきましては、18人採用しておりまして、

市内が11人ということでございます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に、３款、民生費、４款、衛生費、14ページ

から25ページまで、質疑ありませんか。 

 21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）発言が２回ですので、

ちょっと多くなるかわかりませんけれども、

お願いします。 

 民生費の17ページのところで２カ所聞きた

いんです。 

 一つは、社会福祉費の心身障がい者福祉費

の1017の経費についての1,373万2,000円、こ

の中の特に扶助費の部分について五つほど上

がっています。通所サービス利用促進事業扶

助費、それから新規事業移行に対する安定化

の事業の扶助、それとかいろいろあります。

これのまず説明を一つお願いしたいのと、こ

れによって今現在何人ぐらいに対しての扶助

をしていかれるのかということと、それから、

事業運営安定化事業扶助費について、安定し

た事業をこれで行っていくということの補正

になるわけですが、ここら辺、何事業に対し

て扶助していくのか。全部の事業に対して扶

助していくのかと。 
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 また、扶助費の新事業移行に対する促進事

業がありますね。この新規の場合の内容は、

おそらく今ずっと事業されている人と同じよ

うなことですけど、新たに新規としてという

考え方で認識したらいいのか、また違う事業

という考え方もありますので、そこら辺ちょ

っと説明していただきたい。 

 それと、下のほうの1052の地域見守り支援

事業に要する経費、これは財源内訳を見てお

りますと、国県の支出金、担当者にちょっと

僕聞いたんですが、これはすべて県費で行わ

れる新規の事業ということで、今まで聞いた

ようなことがない支援事業でございます。見

守り事業ということで。この見守り事業のこ

とについて、本市はいろんなところで民生委

員のお世話になっておりますので、そこら辺

の連携というものをどういうふうに考えてい

くのか。また別の支援になっていくのかとい

うことと、それから、この見守り事業に対し

て、対象者をどのように考えているのかとい

うこと。 

 それから、各地域への理解を深めるために、

この内容では報奨金、講師の謝金ですとか会

場の借り上げ料ということで上げています。

次のページの19ページの中にも見守り協力員

負担金34万4,000円、これは何人ぐらいの方が

されるのかということを理解したいというこ

とでお尋ねしておりますので、よろしくお願

いします。 

 また、今後の事業に関しては、県からのあ

れがあって、おそらく補正で上げておられる

と思うんですが、今後、こういった事業が継

続をしていくあれなのかということも一つは

お聞きしておきます。 

 以上の点をお聞きします。よろしくお願い

します。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）まずはじめに、

1017の障がい者自立支援に要する経費につい

て、その中の扶助費について説明させていた

だきます。 

 ちょっとややこしいので文書を読ませてい

ただいて答弁とさせていただきます。 

 最初の通所サービス利用促進事業扶助費な

んですけれども、この事業は障害者自立支援

法の施行に伴い、制度改革、激変緩和措置の

一環として、法の規定に基づく知事の指定を

受けた新体系の日中活動事業及び旧体系の通

所施設並びに短期入所事業所における送迎サ

ービスの実施を促進すると。 

 利用者がサービスを利用しやすくなるとい

う利点でございます。利用者負担の軽減を図

ることを目的にこの扶助費があります。 

 今回の補正の理由なんですが、事業所が利

用者を送迎した際に、その送迎に要する費用、

運転手の賃金、車両の保険料、修繕料を各市

町村が利用人数に応じて助成していく事業で

ございます。 

 請求については、各対象事業所により前期

と後期に分かれて請求されるということでご

ざいます。 

 増額の理由といたしましては、利用者の利

用回数が増加したこと、昨年に比べて480回の

増加がされております。対象事業所の基準が

従来の授産施設に加え、短期入所、ショート

ステイの事業所も送迎も拡大されたために今

回の事業の補正となっております。 

 続きまして、新事業移行促進事業扶助費と

いうことでございます。この事業につきまし

ては、新体系移行に伴うコストの増加等に対

応できるように移行した新体系事業所に一定

の助成をすることによって、旧体系施設から

新体系へ移行を促進することを目的としてお

ります。今年度からの新規事業でございます。

１回のみでございます。 

 補正理由といたしまして、当初予算の作成
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時点では、平成21年度において障害者自立支

援法の移行、新体系へ移行する事業所が未確

定の部分があったため、今回の補正で対応さ

せていただきましたということでございます。 

 続きまして、移行時運営安定化事業扶助費。

この安定化事業につきましては、新体系施設

へ移行するにあたり、収入額が減る場合、新

体系施設への移行が進まなくなることが考え

られます。これを解消するために、旧体系施

設が新体系施設へ移行した際に、移行前の収

入額を保障するという、新体系施設への移行

を促進させることを目的にした事業でござい

ます。 

 それで、今年度からの新規事業でございま

す。21年10月分の請求から対象となるという

ことで、今回の補正を上げさせていただきま

した。 

 この移行につきましては、例えば21年８月

に新体系へ移行した場合は、７月までの分と

８月分の下がった分についての補助というこ

とになります。これは変わった月で、そのと

きでやるということです。 

 次に、事務処理安定化支援事業、これも23

年度末までに１回のみの補助でございます。

内容は、障害者自立支援法の移行に伴い、事

務を円滑に行うため、施設の定員規模に対し

て一定基準以上の事務職員を配置した場合に、

その施設に対して助成される事業でございま

す。一定基準以上の事務職員を配置すること

により、直接利用者に対してのサービスを行

う職員がそれに専念して業務を行うことがで

きるため、サービスの質の向上を図ることを

目的につくられております。 

 補正理由としては、手続で県へ一定基準以

上の事務職員を配置した旨の届けを施設のほ

うから提出いただいて、各都道府県がそれを

受理したときに初めてこの事業の対象施設と

なります。その県への届け締め切り日が10月

までであったため、今回の補正対応とさせて

いただきました。 

 次に、事業運営安定化事業でございます。

この事業につきましては、障害者自立支援法

の施行に伴い、施設へ支払う報酬単価が変わ

りました。これにより、施設の収入が減り、

運営が不安定になるのを防ぐためこの事業が

できました。これは自立支援法移行前の収入

額を保障するため、平成18年３月の収入額、

基準額を基準として、その基準月の収入額の

９割まで保障するものです。 

 この支援している事業所数につきましては、

詳細につきましては、後で渡させていただき

ます。すいません。 

 それから、地域見守り支援事業に要する経

費の件でございますが、これは和歌山県で超

高齢化社会に向けて、地域全体で相互に見守

り合える地域づくりをめざし、地域の実情に

応じた見守り等の取り組みの促進のため、地

域の民生委員、児童委員と連携・協力して、

見守り等の福祉活動を行うボランティア、地

域見守り協力員として活動を支援していただ

く事業でございます。 

 その行っていただくボランティアの方につ

きましては、今回、地域ふれあいサロンの関

係者、げんきらりー自主運営の関係者、有償

運送の関係者、消費者らのサポーター、介護

予防応援隊という方から推薦させていただき

まして、していきたいと思います。 

 人数につきましては、民生委員の大体２倍

ということで、民生委員が156名になりますが、

その２倍で312名ということで計画をさせて

いただいております。 

 この計画につきましては、今のところ、今

年度については22年11月までの任期というこ

とで聞いております。ただし、この部分につ

いてはこれからずっと行くかにつきましては、

多分行っていただけるとは期待はしているん
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ですけれども、一応今の任期は22年11月とい

うことで聞いております。 

 今回の補正の金額につきまして、先ほど議

員からおただしのとおり10割補助で実施させ

ていただいております。 

 それと、今回につきましては、推薦につき

ましては、今現在312名をめざすんですけれど

も、今のところ、130名ぐらいの方に了解をい

ただいていると。また、来年、年明けにつき

まして、１月、２月中にその差額の312名をめ

ざしてご依頼させていただくということで進

めさせていただきます。 

  （「もれだけ一点指摘させてください」

と呼ぶ者あり） 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）大変長ったらしくて

申しわけない。説明を聞いて大変わかったん

ですが、ただ、民生委員とのかかわりについ

てもお答えいただいたように思うんですけど、

この312名を民生委員の156名とのかかわりで、

対象者何人の方ぐらいを見ていかれるのかと

いうことがご答弁いただいていなかったかな

というふうに思うんですけれども、よろしく

お願いします。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）何人というこ

とにつきしては、地域の中で、特に高齢者の

方に、虚弱の高齢者になってくると思います

けれども、今のところ、その人数については

未定の部分がございます。その中で、今実際

うちのほうで持っている資料といたしまして

は、要介護３以上の方、今回は３ではないで

すけれども、３以上の方について要支援とい

うことで要支援登録していただいております。

そういう方が中心になってくるんじゃないか

と思っておりますけれども、これから必要な

方のところへ見守りの方が行っていただくと

いう形で、人数については、まだ何人という

ふうな確定はしておりません。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）ありがとうございま

した。 

 あともう一つお聞きしておきます。対象者

についても未定ということでお答えいただい

たんですが、これらの事業というのは県から

言ってきてやるわけですけれども、一旦やり

出すと、やはり312名の方が集まってこそきっ

ちりとした事業として進んでいくんですけれ

ども、先ほどの説明では平成22年11月までと

いうことなんですけど、それ以降については

県から何かそういうお話があるんでしょうか。

これから橋本市としてどのように対応してい

くのかということと、それから、民生委員は

今まで本当に地域の高齢者の方、またいろん

な弱者の方にご相談をいただいて、行政も助

けていただいているわけですので、ここら辺

の156名の民生委員とのかかわりをきっちり

としていっていただかんと、またいろんな意

味で橋本市役所のほうに問い合わせがくると

思うんですけれども、役所ではこういった見

守りの支援事業に対しての窓口になるものを

考えておるんでしょうか。その方たちに聞く

ということもあるんでしょうけれども、役所

としては窓口をきちっとしないと、いきいき

長寿課だけで対応していって、果たしてそれ、

どうなんかなというのは、そこら辺ちょっと

僕ようわからんので、説明いただけますか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）先ほど、ボラ

ンティアとしてお願いさせていただく地域ふ

れあいサロンの関係者とか、こういう方につ

きましては、民生委員とか社会福祉協議会と

か、関係の各課も含めた中で協議させていた

だきまして、今回この方々にお願いしようと

いうことで、民生委員と連絡を密にしており

ます。 
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 もう一つ、窓口につきましては、これの事

務局としていきいき長寿課が一応窓口になる

んですけれども、当然それの関係している各

課も社会福祉協議会なり民生委員の担当して

いる福祉課なりが当然これの関係してくる部

署となりますので、窓口の中心はいきいき長

寿課でやっていただくんですけれども、関連

のところについても連絡を密にして進めてい

きたいと思っております。 

  （「議長、答弁もれ指摘させてください」

と呼ぶ者あり） 

○議長（中西峰雄君）要するに、22年で終わ

って、そこから先どうなるんですかという。 

○健康福祉部長（森本健二君）県の要綱を見

ましたら、初年度は22年11月ということでご

ざいますので、続けていくということで理解

しております。 

○議長（中西峰雄君）ちょっと12番、待って

ください。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）先ほど上久保

議員への答弁もれで、通所サービスについて

は11施設、約50人です。新事業移行促進は６

施設、移行時運営安定化については、収入源

になる月が毎月変わってくるため正確な数字

は出ませんが、約10施設ぐらいだと思ってお

ります。事務処理安定化については５施設、

事業安定化につきましては10施設となってお

ります。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）今のと関連するんです

けど、もう少しやっていきたいなと思うんで

すけれども、県の予算がついたということで、

急遽やられとるんでしょう。何というか、市

の主体性が全く見えてこないんですけれども、

県の補助をあてにしとったら、こんなの、い

つ切られるかわかりませんよ。国の補助でも

そうですよ。国でも子育て支援の関係でも切

られとるやつがあるんですわ。国は補助する

けど県はせえへんとか、こんなの県単独でや

り出して、任命して312名に協力員負担金とい

うお金を払うんでしょう。これはごっつい問

題あると思うんですよ。もっと真剣に取り組

まんと、県の補助がついたからばーっとやっ

て、九十何万円くれるさかいやるということ

にせんと、すぐに飛びつかんと、もっと市で

詰めらんなんことがいっぱいあると思うんよ。

任命の問題でもどないしていくんなというこ

とをね。 

 これ、個人情報の保護がやいやい言われと

るでしょう、今。民生委員ですら地域の中に

入ってなかなか難しい状況があって、区長で

すら個人情報の保護とかいうことで地域での

そういう人の問題についてもなかなか情報が

入ってこないと。行政のほうから個人情報の

保護やということで、地域にも区長や民生委

員すらなかなか情報が入ってこない状況の中

で、こういう見守り隊、ただ単なる見守りや

ったらいいんですよ。 

 これ、何でできたかといったら、限界集落

があって、民生委員も地域の人もなかなか大

変やということで、そういう限界集落へ見守

りに行ってもらおうと。そこのお年寄りが元

気にしているかどうかというのをね。そうい

うので私、10月ごろ、すさみ町に視察に行っ

てきたんですけれども、すさみ町はそういう

ことでものすごい成果を上げていますよ。自

分のところが主体性を持ってやっとるから。

橋本市はただ言うてきて、県費がついたさか

いといって急にばたばたして、僕、民生委員

からも意見をいろいろ聞いています。私らは

やりにくくてしゃあないと。片一方で、その

協力員の負担金のお金を出しとる。これ、１

人当たり何ぼになるのか、割ったら知れたも

んですけどね。 

 そやから、地域は地域でそういう人を、言
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うたら民生委員とか自治会中心になってそう

いう見守りをやっていこうという機運の中で、

こういう負担金、お金をもらって市が任命し

てやっていくことがいいのかどうかというこ

とも、その辺もっと、これ、健康福祉部所管

でしょう。もっとやることについての意義と

か、きちっとしたことを答弁してもらわんと、

こんなん補正予算通されへんで。まだきちっ

とできていないものをやりますって、そのや

る趣旨すらはっきりわかっていないことで補

正予算通せと言ったって、できるかできひん

かわかれへん。130名どないして任命したんで

すか。聞いたら、社協がやっとるふれあいサ

ロンを使ってやっとるけど、ふれあいサロン

事業とこれと意味がまた違うでしょう。その

辺、ちょっと答弁してよ。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）議員おただし

のとおり、このできた趣旨につきましては、

今言いましたように限界集落の問題、少子高

齢化が進んできて、都市と過疎との地域の偏

在化によってなってきていると。過疎により

小集落や人づきあいの希薄化によってなって

いると。そういうことを地域の見守りの中で

やっていこうという目的でつくられておりま

す。地域見守り協力員として地域へ出向いて

いって、そういうことをやっていくというこ

とを目的としております。 

 これは突然と言われればそうかもわかりま

せん。以前から本市のほうは要介護の登録と

いう形でやっていただきまして、その中で防

災の関係もありまして、地域の中で地元の区

長、民生委員なり、防災の関係者なりが、地

域の方々の地震があった場合についての搬出、

どないしてその人を救出するんなということ

の取り組みは以前からやっていただいており

ます。 

 いきいき長寿課につきましても、各地域の

中で要介護支援の登録云々についてもお願い

したり、地域との連携を深めております。そ

の中で地域の見守りにつきましても、非常に

本市としての、今までやってきた事業の中の

線上の中で有意義な事業だと思い、今回これ

についてやっていくという形に思っておりま

す。 

 ただ、先ほど議員おただしのとおり、県が

いつ引くかわからんと。それについても市と

してももっときちっと検証されてあるのかと

いうことにつきましては、議員おただしのと

おりでございますが、この橋本市の地域の現

状を見ました場合、この事業については有効

だと思っておりますので、この事業を進めて

いきたいと思いますので、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）答弁もれも一点あるん

です。 

 個人情報の保護の問題、これは大変難しく

なっていると思うんです、今後こういうこと

をやっていくと。民生委員というのは守秘義

務がありますので、我々議員でもそうですけ

れども守秘義務がありますので、当然個人情

報の保護をしていかなあかん、守らないかん

ということなんですが、この見守り隊が深く

入り込んでしていくと、どうしてもその辺の

問題があるので、先ほど最初に質問させてい

ただいたんですが、その辺どのように考えて

おられるのか、答弁もれなので。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）今回、協議の

結果、民生委員や福祉関係者に地域見守りの

協力を依頼するという方々は、地域ふれあい

サロンの関係者とか、げんきらりー自主運営

教室の関係者、福祉有償運送の関係者、消費

者サポーターの方、介護予防応援隊の方々に

お願いして、地域の声かけとか激励でとか、
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そういうことをやっていただくということで、

今のところは考えております。 

 ただ、今後につきましてはここからまた協

議して、ほかの地域の中でもお願いしていく

かもわかりません。今のところはこの方々に

お願いしていくということで進めさせていた

だいております。 

 そして、守秘義務につきましては、当然守

秘義務は出てくるんですけれども、見守りに

つきましては、相談で、声かけが中心で、そ

こまでは今のところ、家庭環境云々について

とか、病気でとか、そういうところまで踏み

込んだような見守りではないとは聞いており

ますので、十分通常のボランティアとしての

見守りだと考えています。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）先ほども言いましたけ

ど、県からの要綱ですか、その要綱をだらだ

ら読んでもろてもしゃあないんです。橋本市

が主体性を持って、県はこういうことを言っ

とるけど橋本市はこういうスタンスでやりま

すよということじゃないとね。 

 声かけ程度であれば、言うたら悪いですけ

れども、協力員に負担金を出してまでせない

かんことですか。これ、地域ボランティアで

今でもやっていますよ。結構いろんな地域で

やってくれています。それをあえて民生委員

とのいろんなしがらみでややこしいことにな

りながら、民生委員の倍の人数を集めた中で、

ほんまにこれ、連携してうまいことやってい

けるのか。 

 私、民生委員何人からも話を聞いています。

こんなんされたら私ら民生委員やっとる値打

ちない、やめたいという人がいっぱいいてま

すよ。そやから、もっと行政としてやること

について主体性を持って、いろんなことを考

えてせんと、県から来たら慌ててばーっと取

り組んで予算を上げて補正を通してよとか、

そんなんでは話にならんのですよ。 

 今、あと残り180名ほど任命せなあかんでし

ょう。それすらはっきり言うてめどが立って

いないというか、やり方も決まっていないと

思うし、今のところ、受け皿があるから、社

協に言うてふれあいサロンとか、いきいきの

そういうクラブがあるからそこへお願いして

おるというだけであってね。そんな人ら、も

ともとやっておられますよ。地域ボランティ

アで地域のお年寄りを集めていろいろなこと

をやっとるのやから、ボランティアで。これ

でお金をつけてと言うたら、また心配するの

はそんな県の補助金がなくなったらまた市単

で補助金をつけていってお金を出してやって

もらわないかんようになりますやん。そんな

ことしとったら地域ボランティアというのが

いっこも育っていけへん。 

 そやから、何でもかんでも県が言うてきた

から、金をくれるからやったらいいわいとい

うような安易な気持ちでスタートするからそ

ういうことになるんですよ。それは、市がそ

んなことをやりたいから要求しとって、やっ

と県がつけてくれたというんやったら、それ

はありがたいですわ、いろんなことでも。 

 もっと将来的に、来年の11月で一旦はあれ

やけども、またつくと県が言うとるんやった

ら、もっとどないしていったらいいんかとい

うことをきちっとしたものを担当課として出

していかんと。ただ、今は飛びついただけで

も構わへんけれども、やっていくんやったら

きちっとするようにしたらいいと思うんです

けど、その辺、今後どういうふうに取り組む

かだけ言うてください。 

○議長（中西峰雄君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）議員ご指摘のとおり、

現在橋本市では各民生委員に多大なご協力を

いただきまして、地域の高齢者とかそういっ

た見守りの必要な方に対していろいろとご尽
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力をいただいております。ただ、現実的には

ものすごく地域の状況を十分把握されておら

れる地域もあれば、なかなか地域によっては

取り組みに違いがあるというのが現状でござ

います。 

○議長（中西峰雄君）この際、午後１時まで

休憩いたします。 

（午前11時58分 休憩） 

                     

（午後１時１分 再開） 

 以前、橋本市内で高齢者の方が亡くなられ

た事件のあったときに、それが殺人なのか何

なのかということで、その周辺にお住まいの

ひとり暮らしの高齢者の方とかが非常に不安

な状態に陥ったということもありまして、や

はりそういった方にすぐに何らかの見守りと

いうか、話をできるような手立てはないもの

かということも市に対しておっしゃられたこ

ともございました。 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 当局から発言の申し出がありますので、こ

れを許します。 

 消防長。 

○消防長（森 正克君）午前中、松浦議員か

らおただしがありました火災予防条例の罰則

規定でございますが、これについてはござい

ませんのでご報告させていただきます。大変

失礼しました。 

 そういった中で、市としてはこの制度を利

用しまして、できるだけ地域のいろいろな方

たちに、高齢者に、そういった見守りの必要

な方により目を向けていただくという一つの

方法として非常にいい事業ではないかという

ことで取り組んでおるところですけれども、

確かにその人を選ぶ段階で手続的にいろんな

ご指摘もいただいている点もございますので、

そういったところもまだ目標が十分今の数値

の段階に行っていないということでございま

すので、そこの人数についてももう一度精査

をしていくというのと、やはり区長との連携

というのも民生委員に十分区長と連携してい

ただきながら動いていただくというのも一つ

の効果的な部分もあるかと思いますので、そ

ことの連携であるとか、あと、この事業に対

しても県がどうのというんじゃなくて、市と

して例えば３年間は継続するとか、それで十

分地域に対して皆さんの目をそういった高齢

者の方に向けていただくような土壌づくりを

するとか、一定のきちっとした考え方で取り

組んでまいりたいと思いますので、より精査

をしてこの事業に取り組んでまいりますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）先ほど辻本議

員からのご指摘を受けました独自性はどない

なっとんなということでの、私、説明不足で

ございましたのでちょっと説明させていただ

きます。 

 まずはじめに、県のほうから７月に地域見

守り協力員制度の件で本市に対して話があり

ました。そのときは民生委員協力員制度とい

う名称で、民生委員への補助の役目というこ

とで話がありました。それにつきまして本市

のほうからは、その民生委員が十分に活動い

ただいているので、そのことについては難し

いのでということで本市といたしまして拒否

させていただきました。 

 逆に、そのときに地域の見守りや協力、さ

りげない見守りとか声かけ程度であればどう

かということで逆提案させていただきまして、

県はそのことを持って返って県の要綱の中で

このような地域の見守りの協力、さりげない

見守りという形で変わってきたということで

ございます。それで、地域見守り協力員とし
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て名称を変えて市にこういうような形で来た

ということでございます。 

 それから、さりげない見守りと声かけが最

も大切な活動と位置づけいたしまして、日常

生活の中で散歩や買い物等、無理のない範囲

で、さりげない見守りを実施していただき、

異変のサインに関心を払ってもらうと。また、

そのことを市や民生委員に連絡していただく

ということでございます。 

 守秘義務につきましては、訪問活動につい

て今後研修を重ねていかせていただきたいと

思っております。 

 それから、活動に要する経費につきまして

は、ボランティアということで個人に渡すこ

となく、市としてはボランティア活動してい

ただいておる組織に活動費として助成するこ

とも可能ということでやっていきたいと思っ

ております。 

 今後、各地区民生委員、自治会の意見を踏

まえて協力員の推薦を行っていきたいと。県

に確認したところ、計画的にやるとのことで

すが、市独自で効果等を精査して、継続中止

もまた考えていきたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）ほかに質疑ありません

か。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）２カ所あるんですけれ

ども、一つ目が21ページの工事請負費、三石

保育園が急傾斜地崩壊対策工事に備えて平成

22年度新規で募集をしないと。そのことから、

紀見保育園に１歳児ほふく室を改造というこ

とで予算が出ているんですが、三石保育園は

旧の橋本市でいえば初めてゼロ歳児を受け入

れた保育園ですし、１歳児ほふく室というの

がどういう形のものなのか。ゼロ歳児はどう

するのかということと、ゼロ歳児も予定され

ているのかどうかと、受け入れるんならばゼ

ロ歳児が何人、１歳児が何人、この改造によ

って受け入れることのできる施設になるのか

お尋ねします。 

 もう一点が23ページの1502の清掃総務に要

する経費で、生ごみ堆肥化・減量化集団実施

奨励金なんです。これもですし、生ごみの堆

肥化とか週１回収集に協力してもらえる地域

が増えてきて、どんどん補正をされるという

のはよくわかるんですけれども、この補正に

よって年度末で週１回収集が全世帯に占める

割合、どのぐらいまでになる予定なのかお尋

ねします。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）紀見保育園の

工事費の件でございますが、これは三石保育

園が急傾斜地の件で市としては工事をやりた

いと。それに伴って中におられる１歳児につ

いて違う場所というか、変わっていただく場

所を確保するために当初は考えておったんで

すけれども、もともと紀見保育園で１歳児を

してはどうかという話があって、以前から話

を積み上げてきたこともあります。今回も三

石保育園の急傾斜地の中でできるだけ、例え

ば防災訓練云々については子どもが多くなっ

たら非常に難しい件もありますので、そこら

も踏まえた上でそこのところを工事させてい

ただいて、そこの中で紀見地区の地域の１歳

児の子どもさんをそこで預かりたいと。それ

で、三石へ紀見地域の方で来られている方に

ついては人数を絞っていきたいという考えも

市としてはございました。 

 それで、今のところはゼロ歳ということは

まだ考えていないんですけれども、１歳につ

いてかなり要望が今出てきております。そう

いうことで、紀見地区についても１歳を始め

ていきたいということで思っています。 

 人数については、今１歳が８人程度、ゼロ

歳については今のところ考えておりませんけ
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れども、８名程度一応予定しております。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（岸田茂利君）生ごみ堆肥化で取

り組んでいただいている地域が、本年11月末

までで約68地域、それから12月以降年度内に

検討していただいている地域が８地域ござい

まして、それをトータルしますと約１万4,668

世帯になろうかと思います。それで、全市内

の世帯数でいきますと、約56％の方々が協力

していただいているという格好になろうかと

思います。 

○議長（中西峰雄君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）紀見保育園の改造のほ

うなんですけれども、きのうも一般質問があ

りましたけれども、三石保育園が募集しなか

ったら、市内全体のゼロ歳児の受け入れるこ

とができる定数が減ると思うんです。全体の

ゼロ歳児の受け入れが減ることに対する対応

はどのような形で行われるんでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）当初、市とい

たしましてはそのような工事ができるように

なりましたらスムーズに行っていきたいとい

う考えで進んでおるんですけれども、まだ保

護者会とのいろんな話というんですか、まだ

十分理解がされておりません。 

 市長と保護者会との懇談会の中でも市長に

お願いということで、できるだけ保護者の意

見も聞いてくださいよという形の中で、市長

も保護者会の意見を一応聞かせていただきま

すよということで約束していただいてありま

す。そのことを踏まえまして、工事につきま

しては来年度からかかるということは非常に

難しい面もございますので、三石保育園につ

いてはゼロ歳については若干名、１歳につい

ても若干名で、地域の人については受け入れ

ていきたいと思っています。 

 それから、はじめにありました三石保育園

のほうでこれを取りやめという形で市が方針

を出したときには、保護者会のほうから兄弟

をどないしてくれるんなと。お姉ちゃんがい

てて下の子どもがいた場合はどうなるのか、

それにつきましては、兄弟については、要す

るに入所については枠をとっていきますよと

いう形で約束してありますので、三石保育園

については、ゼロ歳と１歳についてはそうい

う理由で若干名やっていくということです。

また、ゼロ歳についてはバンビーノ保育園と

かあやの台保育園のほうでも枠というんです

か、申し込みの中でいけると考えております。 

○議長（中西峰雄君）２番 阪本君、答弁も

れですね。指摘してください。 

○２番（阪本久代君）若干聞いたことと違う

と思うんです。 

 最初の説明では、平成22年度は三石保育園

は新規入園募集をしないと。そうなると、今

現在、三石保育園はゼロ歳から５歳まで受け

入れているので、ゼロ歳についての受け入れ

ができなくなる。市全体としたらその分だけ

ゼロ歳の受け入れが減るので、それに対する

対応をどう考えておられるんですかと尋ねた

んですけど、そしたらまた何か兄弟は受け入

れるとか、何かよくわからないことの答弁も

ありましたので、それもあわせてその辺の整

合性を説明お願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）申しわけござ

いません。ゼロ歳につきましてはバンビーノ

保育園とあやの台保育園のほうでお願いして

います。それと三石保育園のほうでも工事に

ついては今のところできませんので、ゼロ歳

若干名、１歳も若干名をその中で受けていき

たいと考えております。 

○議長（中西峰雄君）10番 平林君。 

○10番（平林崇行君）先ほど部長の説明から

12番議員の見守り支援の件でご説明あったん
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ですけれども、はじめの話では社協に丸投げ

してしまうというご説明やったと思うんです

けど、今聞いたら、いろんな支援のところに

使えるとか、いろんな形で県はどうのこうの

と言っていましたわね。この九十何万円はど

う使うの。その中身がね。だから、社協へ丸

投げしたらいいんですよ。それがこれからの

橋本市のそういうふうな見守る体制をおつく

りになるんであったらいいんやけども、いろ

んなところでボランティアで本当に見守り隊

みたいにやっている人がいっぱいいてるのよ。

そういう頑張っている人にスポットを当てて、

例えば九十何万円かもしらんけど、これから

冬になるときにもっとみんな寒いかもわから

んさかい防寒服でも買うてくださいよとか、

ほかでもいいですよ。何でも皆さんが必要な

ものがあれば１人１万円とか5,000円の支給

をしますので、見守り隊に必要なものを買う

てくださいとか、そういう使い方もあります

からね。 

 この九十何万円、先ほど言うたように社協

へ丸投げするのか、それか、これから今の議

会の皆さんの意見を聞いて方向性を決めて使

うように考えますという答えなのか、ちょっ

とその辺が見えてこないんですよ。ちょっと

答弁願います。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）私は社会福祉

協議会に丸投げするというのは到底思ってお

りません。この団体は社協の組織の下部とい

うんですか、中に入っているということのご

理解かと思います。地域ふれあいサロンの関

係者もうちのいきいき長寿課のほうでも連携

をとっておりますし、げんきらりー自主運営

教室についてもこの組織であって、社会福祉

協議会へ渡す、協力というんですか、社会福

祉協議会もご協力いただくけれども、見守り

協力員というのは、社協の中に組織として入

っている方もおられますけれども、これも各

独立したいろんな組織でございます。ですか

ら、社協のほうに渡して云々ということも、

そもそもそういう形は考えておりません。 

 それから、90万円の中身というんですか、

それにつきましては会議のときの郵便であっ

たり保険料であったり、会場の借り上げとか

講師謝金とかそういうものと、先ほどありま

したように見守りの負担金というんですか、

そういうものを入れてやっています。 

 その中で、はじめ県のほうがいろいろ話を

して、ボランティアでということなので個人

にお金を渡すのはどうかなという形で原課の

市のほうでもご協議いただいて、団体のほう

に渡させていただくと。それも県に聞きまし

たら、それはそれでもよろしいですよという

ご意見をいただいております。そういうこと

でご理解いただきたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）10番 平林君。 

○10番（平林崇行君）理解はするんですけれ

ども、先ほどから言うているように、見守り

隊、見守り支援をこれから何年間も県の予算

が続く中で、そういう団体一個一個を決めて、

今回はあなたのところの団体ですよ、今回は

こっちの団体ですよとか、団体にだけ配って

するのか、浅く広く皆さんに配って全体的な

見守りという形を盛り上げていくようにする

のか、その辺がほんまに見えてこないんです

よ。 

 今の説明では、渡すのはいいんですよ、ふ

れあいサロンとかそんなのに行くのはいいん

ですけれども、これを機に見守り支援という

形の中でそれをどういうふうに盛り上げてい

くかというのが全く見えてこないんですよね。

だから、来年度からは今回こういう形で、今

言うたような部長の説明の使い方をするので

来年も同じような使い方をするのか、予算が

来るって、先ほど副市長かな、続くと言うて
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ましたわ。だから、来年からもこのような形

で同じ団体だけに行くのか。今は来たさかい

にこれから見守りということをいっぺん皆さ

んと協議して、この金が90万円そこそこなの

か、もっと上げていくのかという部分をこれ

から考えていくのか。方向的には市はどの方

向を向いとるんですか。それをちょっと、市

の方向だけで結構です。 

○議長（中西峰雄君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）そもそもこの事業を

取り組むにあたりまして、民生委員の団体と

も何度も協議を重ねながら、こういったほか

の団体にも協力いただくということで話が煮

詰まってきているわけですけれども、これ自

体は、今県の事業に乗った形で市は事業をや

っていくということで上げさせていただいて

おります。 

 先ほども申し上げましたが、それを一定の、

当然毎年毎年その効果があるのかどうかとい

うことは、もっと広げていくべきか、もうそ

れほど広げる必要がないのかということは、

その効果も見ながら行く必要があると思いま

すけれども、とりあえず現在県の事業に乗っ

た形で予算組みをしておりますので、一定市

としましては、例えば３年であるとかその期

限を切った中で、またその時点でどうするか

ということはきちっと決めていきたいという

ふうに思います。 

○議長（中西峰雄君）11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）19ページの1102児童福

祉総務に要する経費の19番の地域子育て創生

事業補助金、ＡＥＤと除菌機能つき空気清浄

機を21年22年にかけて２カ年で保育園及び幼

稚園に設置すると説明いただいとるんですけ

れども、これにつきましては全部の幼稚園、

保育園、橋本市の子どもさんが通っている全

部の保育園、幼稚園にちゃんと設置するとい

うことでございますか。公立も私立も含め。

だから、私は安心こども基金をつぶしとるん

やさかいに、橋本市に住んどる子どもが安全

安心の確保をできるＡＥＤと除菌機能つき空

気清浄機をちゃんと設置して、インフルエン

ザとか、ＡＥＤも早くつけらんなんと同僚議

員も皆言うていましたので、急なことに対応

することですので、全橋本市の子どもさんが

安全安心の環境になるのが当然やと思います。

県補助金100％でございますので、特に全部に

設置するべきやと思うんですが、そのように

なっていますか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）今回の分につ

きましては６台ということでございます。 

 それから、22年度の予算で残りの10校分、

私立保育園も含めてやっていきたいと思って

おります。 

○議長（中西峰雄君）11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）私立の幼稚園、保育園

も全部行くということですか。 

 何で質問させてもうたかと言うたら、この

間、実は私立の保育園のほうからそういう問

い合わせがあって、保護者の要望で全部つく

ようになりましたと報告いただいたんだけれ

どもうちには来ていないということだったの

で質問させもろたんですけど、全部というこ

とで安心しましたので、その辺、公設民営の

ほうをめざしておられるんであれば、民間の

ほうにも目を行き届かせて、同じ橋本市の子

どもが通っているのでございますので、23番

議員もおっしゃっていましたが、６対１の４

対１と、ここが違ってもおかしいし、それは

当然のことやと思いますので、よろしくお願

いしておきます。 

○議長（中西峰雄君）24番 中西君。 

○24番（中西 健君）21ページの、これは今

回の一般質問も出ていたし、私も９月に。こ

の予防接種に要する経費1405、これは人数が
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どれぐらいで、それからこの告知を市民にや

っておるのかどうかというのと、それから、

これは学校とか病院へ行っとる患者さんにわ

かるわけですけれども、以外の人が。おそら

くこれはまだまだ希望者には充足できるよう

な数字ではないと思うんですけど、これは大

体何人分か。それから、どの程度まで今進ん

でおるかというのをわかっておれば。 

 それから、最近カナダから輸入しておる輸

入ワクチンが副作用が出たということで、こ

れは政府の方針としては輸入しないという方

向に向いとるというのも聞いておるんですが、

そういうことも含めた中で橋本市でこれから

予防注射をやっていくわけですけれども、橋

本市の見通しとしてはどのぐらいワクチンが

入ってくるかどうか。そこらわかっておれば

ちょっとお聞かせ願いたいんですが。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）ここにある予

防接種委託料というのは、通常でいうＢＣＧ

とか子どもさんが打ったりという部分の予防

接種の費用でございます。通常打っている予

防接種と言われるものというんですか、の予

算の計上のことでございます。ＢＣＧもあり

ますし、いろんな。 

（「季節もののやつか」と呼ぶ者あり） 

○健康福祉部長（森本健二君）季節の、これ

はインフルエンザではございません。通常の

予防接種ということでご理解いただきたいと

思います。 

 それから、先ほどインフルエンザのどこま

で進んでいるのかということにつきましては、

逐次保健所のほうからも情報はいただいてお

るんですけれども、まだインフルエンザにつ

いては、この前も説明させていただいたとお

り順次やっているような状況で、医者のほう

から県に対してワクチンのいついつ、これだ

け欲しいよと言ってもなかなか入ってこない、

順次入ってきているような状況でございます。 

 また、外国の輸入ワクチンについては県の

ほうからまだ何も指示もございませんし、県

内でどれだけ打つかという形の中での協議も

本市のほうにはまだ来ておりません。 

 以上の形で、わからないことが多いんです

けれども、そういうことでよろしくご理解の

ほどお願いします。 

○議長（中西峰雄君）24番 中西君。 

○24番（中西 健君）確認しておくのを忘れ

たので、それを最初に確認しておいたらよか

ったんだけれども、これは新型インフルエン

ザ予防で計上されとるということの説明を受

けたんだけれども、項目は違うわけやな。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○24番（中西 健君）今の答弁では皆目わか

らんと。数字も今のところわからんというこ

とで。しかしながら、これは早いこと県のほ

うで確認せないかんと思うんですけれども、

一番ああいうところへ、医療機関へ行ってい

ると私らも打てるのかどうかというのもわか

らん人もおるので、該当するとかしないとか

ということで、不安感が相当あるので、そこ

らあたり市民に情報を流して、早いこと、こ

れは優先順位がありますので、そこらあたり

もわからん人が非常にまだまだ多くて、そし

て不安を抱えている市民の方もおられるので、

逐次情報が入り次第市民に伝達できる方法は

いろいろ考えていただいて、そういう不安を

解消するようにひとつ頼んでおきます。 

 それだけです。 

○議長（中西峰雄君）答弁よろしいですね。 

○24番（中西 健君）結構です。 

○議長（中西峰雄君）ほかにございませんか。 

 13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）大きく二点お願いした

いんですけれども、一つが今11番議員の質問

でありました地域子育て創生事業補助金、こ
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の安心こども基金を活用ということなんです

が、まずこの基金の使える対象についてちょ

っとお尋ねしたい。 

 例えば、先ほど私立の幼稚園、保育園にも

設置をするということなんですが、私立の小

学校についてもこれが使えるんであれば、同

じような考え方で設置のほうをお願いしたい

と思うんですが、いかがでしょうか。 

 もう一点、これが21ページ。紀見保育園１

歳児、こちらは三石保育園の問題です。 

 まず１歳児ということなんですが、ではゼ

ロ歳児は先ほどバンビーノ保育園さんですと

かあやの台保育園ということだったんですが、

その他の年齢のお子さんについてはこの２年

間どのように計画をされているのかお尋ねし

たい。 

 それと、先ほど部長の答弁の中にもありま

したが、保護者の方と市長との懇談会があり

まして、その中で市長は保護者の意見をよく

聞きなさいと。聞いた上でやっていきますと

いうことだと思うんですが、先日10月の末で

したか、私も保護者会と市との説明会に参加

させていただいたんですけれども、その際に

２年間の募集停止に対しても保護者の方はま

だ納得されていないし、その後、工事に対し

てもまだまだご不満な点があるというお話や

ったと思うんですが、その後どのような話し

合いができているのか、そして今回の補正予

算につながったのかなと思うんですが、その

あたりの経緯についてもあわせてお尋ねいた

します。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）まずはじめに、

二点目のほうの三石保育園のことから先に説

明させていただきます。 

 三石保育園の急傾斜地の中で、議員おただ

しのとおり10月31日に臨時に保護者会との懇

談会をさせていただきました。その後、市か

らこのようにやりたいというような説明もさ

せていただきまして、それについて保護者会

の方々のご理解がまだいただけないというこ

とで、双方寄って、委員会を立ち上げて、自

分らでもう一回勉強させていただくと。その

中で市としての考え方ももう一度説明させて

いただきますし、保護者からのご意見も聞か

せていただいて、それでやっていきたいとい

うことで、12月12日にその第１回目の委員会

で委員会を立ち上げてやっていくということ

で決まっております。 

 それともう一点は、小学校のほうに云々と、

ちょっとそこのところはまだ勉強不足で申し

わけございませんけれども、入れるかどうか

ということについては。 

 ２歳以上につきましては、今決まっている

ところにつきましては、今現在来ている子ど

もさんについてはそのまま来ていただくと。

その中で枠がかなりあいてくる部分について

は順次入っていただくという形で進めていき

たいと思っております。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）ちょっと今の答弁では

っきりわからないので再度お願いしたいんで

すけれども、ゼロ歳は一切なしでバンビーノ

保育園とかあやの台保育園、私立で吸収をす

る。１歳は紀見保育園、じゃ、２歳以上はど

うなるんですかということをお尋ねしている

んですけれども。 

 そして、これは保育所なので、親が当然本

来ですと送っていくという形になります。と

ころが、やはりお仕事の関係、時間等で、例

えば遠くの園に入園ということになった場合、

なかなか時間の関係で難しかったり、お迎え

が時間が間に合わない、そんなことも考えら

れるんじゃないかなと思うんですが、例えば、

この三石保育園のところから、これは全くな

くなるんじゃないんですよね。順次工事して
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いく間どのようにするのかわかりませんけれ

ども、教室を移動するのか何かで順次工事し

ていかれるんやと思うんですが、ここで受け

入れて、そこから市のほうで該当園へ送迎さ

れるとか、そんなことも考えていただいてい

るのかどうなのか。 

 それと、先ほど保護者との話し合い、これ

はまだついていないようですね。そこで市長

が、これは十分話をした上で、合意を得た上

でやっていきますよということをおっしゃっ

たということなんですけれども、先に先走っ

てずっとやっていっていいのかどうか。どう

考えていただいているのか再度答弁お願いし

ます。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）説明不足でえ

らい申しわけございません。 

 本市といたしましては、あそこは安全な工

事をさせていただきまして、その工事する間

どこかへ今議員おただしのとおり保育所のほ

うへどこかへ移っていただくとか、仮設をつ

くると、いろんな手段がございます。それに

つきまして、市としての意見もあるんですけ

れども、それを保護者会に提示させていただ

きましたら、非常にそんなのは具合悪いんち

ゃうかというようなご意見もいただいており

ます。 

 ただ、市としてもこのような形でやってい

きたいということで説明はしているんですけ

れども、それについてなかなかご理解いただ

けないので、市としての考え方も保護者会か

らの考え方も言っていただいて、その中で進

めていきたいということで委員会を立ち上げ

たということで、市としてはそれを強行に進

めていくという考えは今のところはございま

せん。 

 それから、今言われる保育所の通園児につ

きましては、そのまま持ち上がっていただく

という形になりますし、今工事がすぐにスム

ーズに行われ、工事が仮にあったとしても、

今の状況では１年必ず遅れます。そないなっ

てきたら保護者会から今停止しておる分につ

いては戻していただけないかという形の中で

ご意見もいただいております。それにつきま

して、三石保育園の近くというんですか、そ

ういう人については受け入れていきたいなと

思っております。ただ、さっき言いましたよ

うに、低年児の１歳については、三石地区以

外からも来られている方がおります、紀見地

区からと。そういう方につきまして、紀見地

区の１歳の保育室を改修というんですか、そ

れをして、そこへ行っていただくという形で

今のところ考えているところでございます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 ４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）17ページお願いします。

地域生活支援事業に要する経費、ここで扶助

費のところで日中一時支援事業扶助費、この

内容と交流促進事業扶助費、この内容をお伺

いします。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）日中一時支援

事業扶助費につきまして、療育手帳の交付を

受けた者等を対象に日中における活動の場を

提供し、障がい者を日常的に介護している家

族の一時的な休息を目的とするため実施しま

す。事業所は市の指定を受けた、本市でした

らサンパル、三幸園とか、でぃっちゃとかよ

つ葉福祉会など６事業、平成21年11月27日現

在あります。 

 今回の補正理由といたしましては、主に障

がいのある児童の両親が共稼ぎというケース

が増えてきているため、当初見込んでいたよ

りも利用料が増えたということで、児童のみ

のデイサービスのような事業でございます。 

 次に、交流促進事業扶助費につきましては、
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これもデイサービスのような事業なんですけ

れども、これは障がい者の方が全員受けれる

ということで、各障がい者手帳の交付を受け

た者を対象に創作的活動とか機能訓練、社会

復帰への適応のための訓練を行い、障がい者

の自立の促進、生活の質の向上等を図ること

を目的にされた事業でございます。 

 事業所は市の指定を受けた２事業所、平成

21年11月20日現在、サンパルとポップが実施

していただいております。今回の補正の理由

として、事業を利用する方の利用料が当初見

込んでいたより増加したためでございます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）三点ほどお聞きしてお

きます。 

 19ページの説明の一番下のところの13で、

保育所入所委託料、これが630万円。これが保

育所入所委託はどことどこと、委託料でしょ

う。これをちょっと教えてもらいたいのと。

工事か、違うやろう。 

 それから、23ページの、これも説明の一番

下の13、ごみ収集委託料、これが1,535万2,000

円、これは減額されていますが、環境美化セ

ンター、これはごみの収集委託料がどういう

形で減額されたのか。 

 それと、13の委託料の中で斎場業務委託料

ですか、400万円減額されていますね。それと

三点ちょっとご説明願えますか。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（岸田茂利君）斎場業務の委託料

につきましては、橋本斎場の火葬業務の入札

差で400万円を減額させていただいておりま

す。 

 それから、ごみ収集委託料につきましては、

当初予算で前年度実績並みの月単価の12カ月

分、それと８月から移行に伴いまして３車を

増車せないかんということの計画の中で３車

増車分も昨年の実績額を見込んで当初予算を

計上させていただいておりましたけれども、

移行に伴いまして入札を行ったところ、入札

で安くなったということで、入札額が1,950

万円ほど出ているんですけれども、450万円ほ

ど別の環境美化センターのショベルの借り上

げ料だとか、いろいろのほうへ、修繕のほう

へ流用させていただきまして、最終的に1,535

万2,000円を減額させていただいております。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）13の委託料の、

これは広域でございます。かつらぎ町、五條

市、九度山町の保育園へ委託している分でご

ざいます。 

 かつらぎ町、五條市、九度山町へ広域のほ

うで橋本市からそこへ保育所のほうに行って

いる方の費用でございます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）先ほど瀧議員

の質問の中で空気清浄機の云々があるんです

けれども、それについては小学校、中学校は

対象外ということです。 

（「ＡＥＤは」と呼ぶ者あり） 

○健康福祉部長（森本健二君）ＡＥＤについ

ても対象外ということです。 

○議長（中西峰雄君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）ちょっと補足して

お話しさせていただきます。 

 今、健康福祉部長が答弁したとおり、小中

学校に対するＡＥＤにつきましては、地域子

育て支援事業の対象外となります。しかしな

がら、市といたしましてはその必要性という

中で既に小学校、中学校につきましては順次

ＡＥＤをつけてきておりますし、幼稚園につ

きましても来年度ＡＥＤをつける予定でござ

います。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に６款、農林水産業費、７款、商工費、24ペ

ージから29ページまで、質疑ありませんか。 

 21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）まず農林水産費の中

で二点と、それから商工費の中で一点お聞き

いたします。 

 まず25ページに載っております農地費の補

正額の280万円に対する土地改良施設維持管

理適正化事業の点検整備委託料を上げていま

すが、これはどういった委託、なぜ補正で持

ってきたのかということと、それと地籍調査、

これは毎年進められておりまして、大体僕も

以前に聞いたことありますし、ざっと今橋本

市内では約30％ぐらい完了されているのかわ

かりませんが、そこら辺をきっちりと説明い

ただきたいのです。 

 27ページに載っております委託料の地籍調

査事業委託料が減額補正になっていますね。

これは地籍調査の経費はざっと本年度予算か

らすれば 6,449万 6,000円から減額されて

6,407万5,000円ということで、こういった形

で常に予算化されていまして、大体今の時点

で言うている完成度というか、調査済みの時

点のパーセントを教えてほしいんですけれど

も、大体計算して、完成の年度のめどという

のが立っておるのかどうか。 

 それから、細かい話で申しわけないんです

が、何筆ぐらい。細かい計算をしますと、１％

を達成するのに約2,500万円ぐらい要っとる

んですよ、達成率からいったら。そういう細

かいことを言うんじゃないんですけれども、

本当にこれから何年かけてもやるということ

でやられとるんですけれども、いろいろと市

長のお話でも聞いていますように、本当に協

力が得られなかったら前に進まんというお話

もありましたので、その辺、もしあまり進ま

ないというのか、何かの理由があって進んで

いないのか、それともスムーズに今までやっ

てきとるのかということのお話も聞きたいと

思います。 

 それから、商工費のところで27ページに載

っております消費生活に要する経費、これは

いわゆる生活の相談関係の経費やと思うんで

すけれども、いただいています資料を見せて

いただいて、12月補正予算の資料の中には食

品の不正表示、また悪徳商法に対する消費者

問題が多発と、こういう説明があって、国に

おいては21年の９月１日に消費者庁の消費者

行政を一元化するとかと書いてありますよね。

最近の報道というのか、特にうちの公明党な

んかも取り組んでまいりまして、悪徳商法に

対する法律が12月１日に施行されたんです。

この補正を組んでいく中で、内容が需要費、

啓発用のパンフレットの印刷が169万1,000円

上げられていますわな。そこら辺の部分も含

んで啓発の、市民に対して注意を促すための

印刷をしていただきたいんですけれども、そ

ういった部分についても検討されとるんでし

ょうか。 

 それから、金額を見ますと、すべてこれ県

費補助ということで276万5,000円、だけどこ

の補正予算の説明書には284万円になってい

ます。大変細かい話で申しわけありませんが、

計算すると７万5,000というのはどういうふ

うに使われとるのかなと、そこがちょっと出

てこないんですけれども、そこら辺の説明も

お願いします。 

○議長（中西峰雄君）経済部長。 

○経済部長（山本重男君）ただ今のご質問で

ございますが、まず委託料の点検整備委託料

280万円につきましてご説明申し上げます。 

 これにつきましては、紀見、東谷川６カ所

と垂井、中島の高橋川４カ所におきまして、

昭和50年後半に整備されました転倒ゲートが
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十分機能しないものが出ております。そのた

めに平成23年度、新規といたしまして適正化

事業を行う予定でありますが、その前に不具

合な箇所を調査・点検する事業でございます。

委託の内容につきましては、設備の点検並び

に注油や清掃でございます。 

○21番（上久保 修君）ありがとうございま

す。もう少しだけお聞きしておきます。 

 まず、前後して申しわけないんですが、今、

総務部長のほうからご説明があった分につい

て、悪徳商法に対する法律が先ほど申し上げ

ました部分について12月１日から施行されと

るんです。当然、啓発用のパンフレットを印

刷されるわけですが、そこら辺の部分につい

てまだまだ構成とかいろいろとかがあってさ

れていないかもわかりませんけれども、あえ

て私は質問させていただいたのは、そういっ

たことでまだまだ市民の皆さん、もちろん国

民全体もそうなんですけど、ご存じないとい

うことがあって、特に年末のそういった時期

でもありますし、もしこの補正が通って早急

に年末年始のそういった時期に被害に遭わな

いための部分として最新の注意も払ってもら

って、より啓発のパンフレットにつなげてい

っていただきたいなということで質問させて

もらったんです。そこら辺の話が補足として

いただきたいのと。 

 それから、地籍調査に要する経費の中で委

託料の△50万6,000円でございますが、これは

減額となった原因につきましては入札差額で

ございます。 

 それで、進捗率でございますが、これにつ

きましては平成21年度末の進捗率は28.91％

と見込んでおります。それから、最終の完成

年度でございますが、平成50年度となってお

ります。担当課といたしましては一日でも早

く終われるように頑張っているというところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）まず、消費生活に

要する経費というところでございますが、こ

の事業の趣旨としましては、先ほど議員ご質

問のとおりの消費者庁の国の動きを受けての

悪徳商法等を未然に防ぐなり相談業務でござ

います。その中で、まず印刷用パンフレット

ということでございますけれども、この消耗

品費の中では、消費啓発用パンフレットを予

算措置させていただいておりますのでよろし

くお願いしたいと思います。ちなみに、約500

部ほど予定してございます。 

 それから、経済部長にお聞きした土地改良

施設の分ですが、点検整備の委託料、紀見、

東谷とか高橋川のそういった部分について不

具合が出てきたと。平成23年度の適正化事業

に対しての前立ての点検やということなので、

これは説明では点検整備委託料としては一過

性のものなのか、そこら辺、ちょっと僕聞き

取れなかったので、その点補足していただき

たいと思います。 

 それから、７万5,000円の金額ということに

つきましては、消費生活に関する権限委譲３

法ということで、消費生活用製品安全法、そ

れから電気用品安全法、家庭用品品質表示法、

この３法が権限委譲の分でございまして、２

万5,000円の３件分ということでございます。 

 また、地籍調査については、これは毎年出

ているし、また私だけじゃなしに同僚議員も

お尋ねされたこともありましたので、あえて

今の現状をお聞きしました。ただ、これから

ずっといく中で、やはり市民の皆さんにご協

力いただけなかったらこれは進んでいきませ

ん。市長が常々言われておりまして、市長自

らそういった土地の地権者の方にお願いに上

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 
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がったということもお聞きしていますし、そ

ういった市長の本当に細かいところまでされ

ているということは、僕もいつも敬意を払っ

ているんですけれども、理解しています。 

 それから、地籍調査でございますか、今現

在、国県のほうから４分の３の補助をいただ

きまして事業を進めておるわけでございます

が、政権がかわりましても、事業仕分けの中

には入っておりませんが、今後どういうふう

になっていくかわかりませんけれども、私ど

もとしては同じような形で進んでいけるもの

と確信しております。 

 ですから、そういった面もあって、一日で

も早い、平成50年ということですからあと25

年でしょう。そこら辺まだまだ、要するに考

えたら全体で十五、六億円ですか、これから

要るわけですよ。あと100％やっていくまでに。

それは国からの補助というか国費ということ

でやるんですけれども、やはり橋本市にそう

いった調査の事業に関して理解をしていただ

くために取り組みをしていただきたいという

ことで質問させてもらいましたので、補足が

あればお願いします、三点。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に８款、土木費、９款、消防費、28ページか

ら31ページまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に10款、教育費、30ページから37ページまで、

質疑ありませんか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）地方消費者行政に

関しましては、既に過去におきましても市の

広報等、あらゆる伝達手段を通じて対策を講

じておるところでございます。そういうこと

で、この本予算をお認めいただいた時点で、

今現在も既に検討に入っておりまして、早急

に啓発活動、パンフレットを作成しまして、

出前講座等、そういったより消費者行政に取

り組んでまいりたいと思っております。 

 16番 中谷晉君。 

○16番（中谷 晉君）４項の幼稚園費でちょ

っとお尋ねしたいんだけど。 

○議長（中西峰雄君）何ページでしょう。 

○16番（中谷 晉君）32ページ。いつでした

か、朝日新聞でインフルエンザの件ですけれ

ども、橋本市の感染率が47％という報道がな

されたことがあるんよ。そのときにほかの市

町村では10％前後やったので、それがいかに

も高い値が出てきとるので、危機管理が十分

機能しとったんかと。それと、初期対応が遅

れた結果、こういう状況になったおそれがあ

るというふうに私自身がそのときに認識しま

した。 

 ちなみに、平成20年度におきましても総務

部市民安全課に寄せられました消費生活問題

の相談件数につきましては、既に121件に上っ

ておる実績もございますので、非常にそうい

う部分では我々も危機感を感じておりますの

で、誠意努力させていただきたいと考えてお

ります。  そういう中で、先ほど11番議員が保育園の

全部に除菌機能の機械を設置する云々という

質疑があったので、一つの安心材料がそこに

あるんかなとは思っておりますけれども、イ

ンフルエンザに対する低学年の児童の保育園

児や幼稚園を含めて、今現在どういう指導体

制をとっておるのか、きっちり現場に危機状

○議長（中西峰雄君）経済部長。 

○経済部長（山本重男君）委託料の関係でご

ざいますが、この10カ所の転倒ゲートにつき

ましては、来年度事業を行う予定でございま

して、その前段階としての調査でございます。

一過性のものでございます。 
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況が伝わっているのかどうか、その点一点だ

けお聞きしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）新型インフルエンザ

ですけれども、はじめごろは確かに橋本市が

多かったわけですが、そのときにはかつらぎ

町等は少なかったわけです。今は橋本市は本

当に少なくなって、時期がずれとるわけです

けれども、かつらぎ町等は今どんどん増えて

きていると、そういう状況です。 

 小学校、中学校等でのいろいろ手洗い、あ

るいはうがいとか、それは十分励行させてい

ただいておりますし、そこら辺はきっちりと

学校でも指導していただいたとおりでござい

ます。きのうですか、19番議員からも質問ご

ざいましたように、５名以上インフルエンザ

に感染したときには学級閉鎖、またその学級

が複数にわたった場合は学年閉鎖と、そうい

う感染しないような取り組みをしていってお

りますので、そういった点は、それもまた伊

都地方の教育長会も開きまして、同じような

取り組みをしておるという話し合いもしてお

りますので、橋本市がそこら辺なにしてない

んではないかということでございますけれど

も、同じような取り組みをさせていただいて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）33ページの3003の15、

隅田中学校テニスコート整備附帯工事費とい

うことで、トイレ等を整備するということで

したんですけれども、地元の保護者のほうか

らの要望等がいろいろあったという中で、ま

ずトイレのほうは整備するとここに書いてく

れてあるんですけれども、要望の内容を私も

お聞きさせてもらったんですが、トイレとか、

前のテニスコートでしたら横に集会所か何か

が中島のほうはありまして、雷等何かあった

ときにきゅっと避難できる状況にあったんだ

けど、今の現状やったら田んぼの真ん中にあ

る状態になるので、トイレに避難できたらそ

れでいいんだけど、トイレは避難できる場所

でもないやろうし人数的にもというのがあっ

て、それについての対策の要望もあったと思

います。 

 もう一点、近隣の皆さんから、結構強い風

が吹くので砂が舞い散るとか何とかとかいろ

いろな要望が出ていたと思いますので、１回、

去年12月補正やったと思うんですけれども、

私らは緊急性があると思って通させていただ

いたんだけれども、その後大きな問題が起こ

ったという経過もございますので、その辺の

話はちゃんと詰められた上で、今回この補正

予算を出していただいているのかどうかとい

うことで、詳細に説明をお願いいたします。 

 もう一点、この下の3102幼稚園管理運営に

要する経費で、多分これを見ると嘱託が減額

補正で臨時が1,000万円の増額、差し引き273

万6,000円ということは、勝手な想像ですが、

嘱託１人はやめて臨時２人になったんかな。

その辺もまあまあ答弁いただいたらいいんで

すが、どういう必要性があってこの時点でこ

の補正が上がっているのか、その二点につい

てよろしくお願いします。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）隅田中学校のテニ

スコートの経過につきまして報告させていた

だきます。 

 12月の補正に至った理由は、当初、前のテ

ニスコート、議員もおただしのように使用し

ていたトイレを持ってくる予定でございまし

た。ところが、地元からも、また学校からも、

ここは非常に風の強いところでありますので、

風で飛ばないしっかりとしたトイレが必要で

あるということがまず一点なんです。 
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 それと、もう一つは、雷対策ということで、

以前は集会所が近くにありまして、そこで雨

風雷等の避難ということができましたけれど

も、そういったことができないというご指摘

のとおりの話でございます。そういったとこ

ろのお話を受けまして、当初設計になかった

避難場所につきまして、トイレを新たにつく

る必要性が出てきたことがございます。 

 それと、幼稚園の経費のことなんですが、

当初予算編成時点では、臨時講師から嘱託講

師への、３年経過すると幼稚園の教諭を一定

評価して嘱託にしていくという、保育所の関

係ではそういったことをされておるんですけ

れども、幼稚園もそういった経過でされた経

緯があるんですが、この部分では今回21年度

の当初では幼保一元化の関係もありまして検

討した結果、見送りとなったためにそういっ

た臨時と嘱託の増減が出ております。 

 それと、当初設計に駐輪場がございません

でした。生徒が道路上に自転車を放置するこ

とが予測されますので、こういったことは交

通安全上極めて危険であると地元の要望も受

けまして、道路よりのスロープを設けること

になりました。そして、簡単な駐輪場を設け

ることを考えております。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）まずそのテニスコート

のほうなんですが、水路の改修というのはも

ともと当初からあってしかりのやつが後から

出てくるのは一点おかしいんだけれども、こ

れについては追及しません。ここで騒いだら

またこれ、うまいこといかんようになったら

あかんので。 

 それともう一つ、スロープの出入り口に、

冬など早く日没になったときに、近くに病院

が開業されている駐車場が近くにあるんです

が、その近くの防犯灯を駐輪場へ行くところ

も必要ですし、そこらの防犯灯か必要である

ということで、足元を照らす必要があるとの

意見によりまして、こういった当初設計にな

かった部分を新たに加える必要があったため

でございます。 

 もう一点気になるのは、雷とかが危ないと

いうことやったので、そこの保護者の皆さん

の安全安心のご納得をいただけたんですね。

これでいいんですね。そこの確認一点。 

 幼稚園の運営に関する経費というのは、い

えば、差し引きが出たといっても、上げない

で済んだんやったら何で増えるんやろうとい

う、減らなあかんのちゃうかなと思うんだけ

ど、結果増えていますでしょう。そやから、

その増えている要因をもう一回説明してくだ

さい。 

 それと、内訳でございますが、トイレの設

置費に350万円、先ほど申し上げました進入口

のスロープ工事費に50万円、それから防犯灯

設置費に10万円、それから周辺整備といいま

して、田んぼを使わせてもらっているんです

が、その北側の水路の改修をしたいと思って

おります。それと、防犯灯についてでござい

ますが、これにつきましては先ほど申し上げ

たとおりなんですが、これについては市で設

置をしますが、あとの電気使用料等について

は垂井区負担になるよう、そういった話し合

いもさせてもらっております。 

 もう一点。中学校のテニスコートのほうで

砂のことも言われとったので、砂の対策もご

理解いただいとるのかなと。ここでちゃんと

聞いとけへんだら隅田の議員７人は前に補正

を通したときに、おまえら子どものためやと

言われたら何でも通すのかというふうに地元

に言われましたので、きちんと答えといてく

ださい。 

 隅田中学校テニスコートの経緯については

以上でございます。 
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○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）安全安心の関係の

確認は、地元からそういったことで十分生徒

にそういった対策を講じるようにという要望

がございましたので、これについては十分こ

たえていきたいと思いまして、そういったと

ころの話は、防塵も含めて、来週の日に隅田

地区の区の皆さんと話し合いをして、市の対

策でこういった対策をとらせてもらうという、

そういう話をさせてもらう予定になっており

ます。 

 それと、防塵の対策につきましても、植栽

等、それからそういった対策についてのこの

予算の中で対応できるように考えていきたい

と思っておりますので、そういった話を地元

のほうに来週持っていかせていただきまして、

こういった対応をさせていただきますという

話をした上で実行させてもらいたいと思って

おります。 

 それと、幼稚園の管理費につきましては、

先ほど申し上げました要件だけではなしに、

他の要素もございまして、幼稚園の教諭のそ

ういった増減だけじゃなしに、他の幼稚園教

諭以外の時間外の関係等ございまして、その

辺の増減の相殺をさせていただきました。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西峰雄君）11番、答弁もれ指摘願

います。 

○11番（岩田弘彦君）中学校のテニスコート

のほうで、私、話し合ってきますとかそうい

う答えは答弁じゃないと思うので、間違いな

くちゃんと問題が起こらないようになってい

ます、しますという答弁が欲しくて聞いてい

ますので、説明していったらどないかなりま

すやろうみたいな答弁は答弁もれやと思いま

すので、きちんと答えてください。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）この件につきまし

ては地元と十分協議させていただきまして、

実行させてもらうように考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）先ほど岩田議員に対す

る答弁の中でちょっと気になったことがある

んやけど、33ページの臨時、嘱託の賃金のこ

とで。次長、臨時職員は臨時職員やっしょ。

嘱託職員は嘱託職員と一緒の規定どおりに採

用しとるわけやろう。ところによって、場所

によっては臨時から嘱託に上げるということ

ね。またその嘱託から、嘱託にせんでもよか

ったさかい臨時に下げるのやって、そういう

答弁、そういうことをしているさかいに給食

センターかて、結局教育委員会関係と違うが

わからんねけど、そうかな。 

 教育委員会はそういうことをせんと、臨時

職員は臨時職員としての採用規定というのが

あんのやから、それはそれでちゃんと雇い入

れをしたんやから、納得済みでしとるんやか

ら。嘱託職員としては嘱託職員として採用し

とるんやから、それを上げたり下げたりと、

そういうことをしてはいかんと。それはそれ

で結局、再度試験するという形をとらなあか

んで。そういうのをちゃんとしといてもらわ

んとややこしなるで。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）以前、３年経過し

た臨時職員については嘱託職員に試験をして

嘱託の採用をしたという経緯があって、その

話をさせてもらいました。 

 そして、臨時職員につきましては予算の関

係の減ですので、嘱託から臨時にという、そ

ういうところはございませんので、よろしく

お願いします。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、歳
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出を終わります。 ○企画部長（吉田長司君）ちょっともれてい

ました。場所的にいいましたら、市長部局で

は保育園、それからクリーンセンター、文化

センター。教育委員会部局では公民館、それ

から学校、また水道では浄水場というような

ところでございます。ちょっともれていると

ころがあるかわかりませんけれども、そうい

うところでございます。 

 引き続き歳入に入ります。４ページをお開

きください。 

 歳入全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）５ページなんですが、

指定駐車場使用料ということで、幾つもずっ

と出てきているんですが、細かな数字。これ、

公的な施設の職員のいわゆる車を置いている、

今まで無料だったのを有料にしたということ

かと思うんですが、どういった施設があって、

いくら徴収したのか、この点伺います。答弁

お願いします。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西峰雄君）３番、答弁もれ指摘し

てください。 

○３番（富岡清彦君）１カ月につきいくら、

それは統一したものなのか。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 ○企画部長（吉田長司君）これの算出根拠で

ございますけれども、市有財産の使用料とい

う根拠の中でしていまして、月１台当たり

2,000円になってございます。それで、今さっ

き言われていましたけれども、病院のほうも

そういうふうな形になってございます。 

○企画部長（吉田長司君）これにつきまして

は、平成20年の議会でも問題にさせていただ

きましたけれども、20年度に通勤手当の料金

の設定の中に駐車場料金を橋本市のほうでは

6,500円を限度で見ていたという経緯がござ

います。ということで、あれは９月か12月だ

ったと思いますけれども、それの廃止をした

経緯がございます。ということで、庁内の職

員につきましては自前で駐車場料金を払うと

いうことの中で庁外の公共施設についてはど

うかということがあります。使っていただく

のは目的外使用ということもあるんですけれ

ども、一定の目的外使用でも使えるというこ

とがございます。その中で無料というのはど

うかということの中で、公共施設の駐車につ

いては許可制にしていく中で料金をとってい

くという考え方を庁外の職場につきましても

適用したわけでございます。それの歳入でご

ざいます。 

○議長（中西峰雄君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）簡潔にお尋ねしますが、

2,000円だとした場合、議場におられる方の所

得と、例えば臨時とか嘱託とか、そうした方

が公民館なんかは非常に多いですよね。例え

ば10万円余りの給料の人から同じように

2,000円を徴収するというのはいかがなもの

かというふうに思うんです。機械的にやって

いるということに対して、一定の所得によっ

て配慮できないものか、この点を伺います。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）今言いましたよう

に、それの算出根拠が財産の使用条例、使用

規則に基づいたものでございますので、所得

とは関係ございません。 ○議長（中西峰雄君）答弁として、どこの場

所かということはただしていたと思うんです

が、答弁できませんか。 

 それと、職員につきましても所得には関係

してございませんので、そういう形で徴収さ

せてもらっています。  企画部長。 
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○議長（中西峰雄君）21番 上久保君。 

○21番（上久保 修君）11ページの雑収入の

ところで、この際お聞きをしておきます。 

 介護予防プラン作成料で雑収入269万7,000

円入っています。これは補正で上がってプラ

スになるわけですが、全体の作成料というの

はどれぐらあるのか、また、これに対しての

少し説明願えますか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）単価の改正を

しまして、当初が2,715万9,200円になったや

つが、単価の改正によって269万7,200円が今

回の補正になるんですけれども、2,446万

2,200円が当初予算でございます。それから、

見込みで2,715万9,200円、その差が今回の補

正となっております。 

○議長（中西峰雄君）ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、歳

入を終わります。 

 それでは、歳入、歳出全般について行いま

す。 

 質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）38、39ページの債務負

担行為のところをお願いします。この一番下

の橋本学校給食センター調理及び配送委託料

なんですけれども、前のときは３年間でいく

らという形で出ていたと思うんですけれども、

今回は22年度だけ1,535万4,000円。平成20年

度の決算でいえば、大体4,200万円でしたので、

この積算根拠の説明をお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）橋本学校給食セン

ターの調理及び配送委託の債務負担1,535万

4,000円でございますが、これは調理及び配送

業務委託、前回平成19年３月６日から平成22

年３月31日の期間が一応３年間、３月末で終

わることにおきまして新たな業務委託が必要

となりますが、この春休みの期間では日数的

に業者が変わる場合に引き継ぎが困難である

という判断をしまして、他市の事例によりま

すと、夏休みの期間でそういった業者の変更

が行われるというところもありまして、この

間４月１日から平成22年７月31日までの期間

は同一業者に業務委託を行うための積算をし

まして、ここに計上させていただきました。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）９月議会のときに調理

と配送に対する委託のことで一般質問もした

んですけれども、今まででしたらほとんど人

件費が委託費だったわけです。だけども、最

近、朝日新聞にも和歌山市の例も載りました

けれども、この人件費だけであるならば、実

際には請負ではなくて派遣になるということ

で、職業安定法44条、労働者供給事業の禁止

というのに抵触するといいますか、そういう

疑いが出てきます。 

 今、４月１日から７月31日までということ

なんですけれども、この1,535万円の中身、実

際に人件費だけなのか、施設の使用料、光熱

費、また食材費とか、そんなのも含めての金

額なのか、その詳しい内訳について説明をお

願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）この債務負担行為

の1,535万4,000円の中身につきましては、人

件費につきまして約89.1％、1,368万円が人件

費でございます。それと、残りにつきまして

は諸経費等になってございます。 

 それと、光熱水費等、食材費につきまして

は、現状は市の直接の予算を充てております。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）今、同僚議員が言った
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和歌山市の給食の民間委託が違法に当たると

いうことを報じているんです。この派遣法に

違反していますということを教育委員会が認

めた記事なんですよ。 

 少しだけ紹介します。和歌山市教委が小学

校10校で実施している給食調理の民間委託で

労働者派遣法に違反する行為があることが明

らかになった。委託業者が実質的に市の指示

のもとに調理をしており、偽装請負ではない

かと。これは2009年12月１日の記事です。９

月に市議から指摘を受けて調査したところ、

市が保有する調理機器や機材をそのまま委託

業者に使わせていることが同法違反に当たる

ことがわかったと。こういう記事なんですね。

まだもう少しあとあるんですが、これを市教

委は違法行為なので改めますということに続

くんですけどね。 

 尋ねたいのは、調理機器を業者が使うって、

これ、同じことを橋本市でもやっているんじ

ゃないですか。今紹介したどこが違うんでし

ょうか。前回の議会でも阪本議員が違法行為

をやっているんではないですかと。そうじゃ

ありませんと答えていましたよね。和歌山市

と同じことをやっているんだわ、この橋本市

でも。だから、違法行為だとすれば、これは

即刻改めるのは当然だと思うんですよ。市役

所の仕事で違法行為があるとすれば即刻是正

すべきだと思うんですが、この点伺います。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）９月に阪本議員か

ら一般質問を受けまして、私、和歌山労働局

の職業安定課のほうへ行ってまいりました。

そして、その辺の話も十分説明も受けて、話

を聞いてまいりました。それと、それ以降に

和歌山市も、12月１日の新聞にも載っており

ますのは私も確認しております。そういう経

緯の中で10月22日に、これは正式な文書で和

歌山労働局から市長あてに文書が参っており

ます。各市町村の機関における適正な業務委

託についてということで、この中でいろいろ

書いてあるんですけれども、労働局としたら

適切な運用を促した過去の経過もあって、そ

の中で、一方、各市町村におかれましては国

が進める行財政改革の方針に沿ってさまざま

な創意工夫により人件費削減をはじめとする

徹底した支出の見直しに取り組まれていると

ころであり、取り組みの方策として民間企業

への業務委託（請負）、指定管理者制度の導入

等について検討を実施されていることと思い

ますと。こういうことが載っておりまして、

その中でこの偽装請負のことが新聞紙上にも

載っておるということも書いております。こ

のため、指定管理者制度等の方策が関係労働

法規等に抵触することのないよう適正な業務

運営及び方策の検討方をよろしくお願いしま

すと正式には参っております。 

 私も以前からそういう質疑は一般質問の中

でさせてもらって、研究もして、今おっしゃ

ったように、和歌山市も橋本市も田辺市も、

お隣の五條市も、そういった民間委託はされ

ております。これについての今、労働局の見

解も確かに承っておりますので、今後是正す

べきは是正するところをきちっと対処、和歌

山市の取り組みも聞かせていただいておりま

すので、ちょっと時間をかけさせてもらって、

その辺のそういった法律的な違反部分につき

ましては、契約やら仕様書やら、そういった

業者との申し合わせ事項等を整備しまして、

十分検証したいと思っておりますので、今３

年来委託しているところをいっぺんに変革と

いうことはできませんけれども、そういった

方策をとりたいと考えております。 

○議長（中西峰雄君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）何を言いたいかという

と、要するに違法行為があるということをも

う認めているんやろう。違いますの。だから、
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違法行為にならないように改めるというんや

けど、そういう派遣法とか、そもそも論から

いけば、学校給食というのは民間委託すると

いうのが前提で法そのものはつくられていな

いのよ。こんなのを公の仕事としてやるとい

うことなんやから。子どもに食育を教えてい

くという、ここにあるからね。給食法はこん

な民間委託なんていうのを全然考えていない

というのがあるので、そうした点もしっかり

抑えていただきたいのよ。何か法の網をくぐ

り抜けるようなというたらいいのか、言葉は

悪いけど、そんなの何ぼ追及しとってもあか

んと思うので。 

 高野口町の給食センター、民間委託を１年

延ばすと言ったけど、それは正解ですよ。そ

んな違法なことを橋本市でやり、また高野口

の給食センターでもやるというのは、絶対に

やってはならんと思いますよ。だから、とに

かく早急にそうした違法な部分については是

正をするということで、この点約束してくだ

さい。お願いします。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）田辺市、御坊市、和

歌山市、橋本市、隣の五條市もあるんですけ

ど、都市教育長会９市の教育長が寄っての会

がございます。そのときにでもまたいろいろ

その点についての話し合いをさせていただき

まして、法に触れないように是正していく、

そういう点についての協議を進めてまいりた

いと思いますので、ご理解をいただきたいと

思います。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）先ほどのＡＥＤについ

てなんですけれども、財政課長からご答弁い

ただいて、この県費については小学校は対象

外ということなんですが、答弁の中で小学校、

中学校に配備していっているということなん

ですが、私がお尋ねしているのは私立なんで

すね。今回、私立の保育園、幼稚園、これに

ついても市のほうで入れていくということな

んですが、私立の小学校についても同様に入

れていくということで解釈させていただいて

よろしいでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）答弁を求めます。 

 企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）この小学校、中学

校のＡＥＤの設置につきましては、過日とい

うよりも以前の議会の中でもいろいろありま

した中で、市の独自施策として出発したもの

でございます。ということで、現在のところ、

公立の小・中学校以外は考えておりません。

私立の小・中学校はどうするかという議論も

まだしてございませんし、あくまでも公立の

小・中学校を対象にした設置を２カ年にわた

って計画してやっているという状況でござい

ます。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）福祉施設ということで

したら、幼稚園は福祉施設ですか。学校教育

ですよね。幼稚園も今回私立の、先ほどの説

明でしたら幼稚園、保育園も入れるというこ

とで、先ほど11番議員の答弁の中でもありま

した。福祉施設で入れるんであれば、幼稚園

も入れるというんであれば、小学校も入れて

やったらどうなんですか。そんなに対象校が

市内にどの程度あるのか私もわかりませんけ

ど、そちらのほうもぜひとも検討していただ

きたいんですが、答弁お願いします。 

○議長（中西峰雄君）答弁できませんか。 

 この際、答弁を保留して２時55分まで休憩

いたします。 

（午後２時37分 休憩） 

                     

（午後２時57分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 
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 日程に従い、議案審議を行います。 

 企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）私立の小・中学校

にＡＥＤを設置する件でございますけれども、

今回の補正で上げさせていただきましたＡＥ

Ｄの件につきましては、保育園施設だけとい

うことで県費補助がついてございます。そう

いうことは、いわゆる子育て支援の基金を活

用してということになってございまして、こ

れにつききましては公立保育園、私立保育園、

それから学童保育のところにもこういうこと

で活用できるということで今回予算計上させ

ていただきました。ただ、小学校、中学校に

つきましては、昨年、一昨年と２カ年にわた

りまして計画的に設置しているわけでござい

ますけれども、これは市単独の事業でござい

まして、これにつきましては従来から私立の

学校施設につきましての備品、そういう関係

につきましては学校のほうで用意していただ

くようなシステムで動いてございます。 

 そういうことで、今回それを設置するとい

うことについては簡単に考えられる問題じゃ

ございません。ということで、今回設置につ

いては今のところ考えておりません。 

○議長（中西峰雄君）当局より発言の申し出

があるので、これを許します。 

 経済部長。 

○経済部長（山本重男君）21番議員の質問に

対する答弁の中で、ちょっと誤りがございま

したので訂正させていただきます。 

 土地改良施設維持管理適正化事業の委託料

のところで、平成23年度施行と私が答弁させ

ていただきましたが、申請でございますので、

訂正しておわび申し上げます。 

○議長（中西峰雄君）ご了承願います。 

 ほかにございませんか。 

 15番 石橋君。 

○15番（石橋英和君）ただ今のＡＥＤを補正

で購入という件について質問でありますが、

医療従事者じゃなくてもあの機械は使えるよ

うになったということで、それに対する期待

も大きいわけでありますが、そのために講習

会というのがあちこちで催されております。

使い方、私も参加したのでありますが、五、

六人ずつ何班かに分かれてやるんですが、全

部機械が違います。もちろん、国の基準をマ

スターしていて、それぞれに機能は間違いな

く。それと、ただ、法律でどこのメーカーじ

ゃなかったらつくっちゃいけないということ

がありませんので、メーカーにより若干の差

異がございます。ただ、使うのは素人であり

ます。それで、ある機種しかその日は講習を

受けて帰らないわけでありますけれども、い

ざ使うときに別の機種であったときに、基本

的にさせようとするところは全部一緒なんで

すけれども、若干の差異で戸惑うんじゃない

かと、私はそういう印象を持ちながら講習を

受けてきたのでありますが、今さらどこをど

うできるかといったら、買う側としたら、で

きたら１機種、橋本市はこれでいくんだとい

うふうに決めておいてもらったら、使うとき、

これだっだら経験ありということになるんだ

ろうけれども、今度購入するというのはそう

もいかないんですか。やっぱり各メーカーと

か、そういう配慮とかが必要で、種類の違う

機種の購入になるんでしょうか。ある機種限

定で買えるんでしょうか。その辺、ちょっと

お願いします。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）保育園のもの

につきましては１回研究させていただきまし

て、できるだけ同じものを入れていきたいと

思います。いろんな情報をいただきまして、

それを進めていきたいと思います。よろしく

お願いします。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕  これは９月議会でも出ておりまして、もと

の広野山の１件がありまして、そして何十年

という解決ができなかったと。山田地区とか

いろいろほかにも入っていたんだろうと思い

ますんやけれども、説明が当局からありまし

て、これは早いこの時期に解決をしとかんと、

年月がたてばたつほどわけがわからなくなっ

てしまうと。現議員というか、区に対して補

償金という話もいろいろ何十年の間にあった

みたいなんですけれども、何代にわたってこ

の解決ができなかった。これを木下市長にな

って、こういう問題をいち早くやらなければ

ならないということでご尽力を願って、そし

て物でということでもいろいろ検討した結果、

地区の自治会に対する補償として、集会所と

いうことで落ちついたという説明があったと

思うんです。それで、議会のほうも納得をし

て、私たちも納得をしてということで。これ

は普通の集会所だけが要望があってやるとい

うことになったら5,000万円という金額が、そ

れは反対の言われたとおり難しいかもわかり

ません。各地区で500万円という補助金しか出

ないという、そういうことがありまして、規

定があってなかなか5,000万円も。ごみの周辺

整備のときも20区の大野地区で要するに

8,000万円も１億円もかけて、何であんな集会

所を建てるのやと。これはごみを解決するた

めに20区でも建てた。それも問題はあるんで

すけれども、そういうこともあって、問題を

解決して方向づけをしていこうと思えば、一

番それが最良の判断であったということで、

これからもできるだけ早く解決をしていただ

きたい。 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第１号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ６番 清水君。 

〔６番（清水信弘君）登壇〕 

○６番（清水信弘君）私は、岸上地区の集会

所の金額をお聞きしまして、橋本市は舞妓さ

んになったんかと思いました。今まで振るそ

でがないとあらゆるものを排除してまいりま

した。昨年来、苛斂誅求な滞納者に対する措

置、７万円の生活費を押さえられた方もござ

います。生命保険を解除された方もございま

す。その数は全部で430人と聞いております。

その金額は3,000万円になんなんとしており

ますが、それを相当上回る金額がかかると聞

きまして、驚きました。よって、関係者のこ

れまでのご尽力には敬意を表したいところで

ありますが、私としてはいかんとも賛成しが

たい。押さえられた方の恨み節が聞こえてき

ます。 

 以上、反対討論でございます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 23番 井上君。  広野山の解決をしない限りは土地開発公社

が持っておる土地等々についてもなかなか今

後解決しにくいと。事実、企業誘致もあの周

辺で決まっておるということで、あの広野山

の解決をきちんとしておかんと、我々も後世

〔23番（井上勝彦君）登壇〕 

○23番（井上勝彦君）岸上集会所につきまし

て、私は賛成の立場で討論させていただきま

す。 
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に残したくないということで、これは皆さん

が一緒になって力を合わせて、一日も早く解

決していただくためにやっていくことが僕は

最善だと思うので、賛成討論といたします。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって討論を終結いたします。 

 これより議案第１号 平成21年度橋本市一

般会計補正予算（第７号）について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（中西峰雄君）起立多数であります。 

 よって、議案第１号は原案のとおり可決さ

れました。 
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